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公費化の調査の結果をまとめました。 

 〈まとめ〉 

・今年度から公費化できた品目（◎）がある学校が 16 校中 5 校あるが、調査を実施して 5 年

目になり、◎の数が R2(初めて調査を実施した年)に比べ少なくなっている。 

・学校別でみると大規模校より、小規模校の方が公費化の取り組みが進んでいる。 

・フラットファイル・半紙はほとんどの学校で公費化ができている 

 

 〈工夫して公費化できている実践〉 

 ・連絡帳 入学記念品として PTA より贈呈 

 ・家庭科調理実習 食材を奨励プロで購入 

 ・家庭科調味料 市経理で購入 

 ・生徒手帳 身分証明書を自校で作成 

 ・道具箱 保育園で使用しているものを継続利用 

 ・氏名ゴム印 小学校から引き継いで使用 

 

来年度の取り組みについて 

 ・公費化調査の様式は R2 年度に作成したものであり、項目を追加する必要があるのではな 

いか？→タブレットケース イヤホン タッチペン等 

・学校独自で公費化している品目もあるのではないか→自由に記載する欄を作成 

 

予算に余裕がある学校は表を参考にしていただき、更なる公費化に取り組みをお願いしま

す。 

 

公費化調査は、会員個々人の公費化への意識づけにもつながっていくため、来年度も継続

して行う予定です。 


